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令和５年度会計収支決算について

貸借対照表

令和６年３月３１日現在

（単位：円）
当年度 前年度 増減 備考

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金 2,552,761 2,939,793 △ 387,032

流動資産合計 2,552,761 2,939,793 △ 387,032

２．固定資産

（１）特定資産

財政調整引当資産 8,846,568 8,846,568 0

特定資産合計 8,846,568 8,846,568 0

什器備品 1 1 0

その他の固定資産合計 1 1 0

固定資産合計 8,846,569 8,846,569 0

資産合計 11,399,330 11,786,362 △ 387,032

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未払金 73,352 0 73,352

　 預り金 199,280 72,460 126,820

流動負債合計 272,632 72,460 200,172

負債合計 272,632 72,460 200,172

Ⅲ　正味財産の部

１．一般正味財産 11,126,698 11,713,902 △ 587,204

（うち特定資産への充当額）△ 8,846,568 △ 8,846,568 0

正味財産合計 11,126,698 11,713,902 △ 587,204

負債及び正味財産合計 11,399,330 11,786,362 △ 387,032

（２）その他の固定資産

第１号議案

科目
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正味財産増減計算書

 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

当年度 前年度 増減 備考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益

①特定資産運用益
特定資産受取利息 150 149 1

②受取入会金
受取入会金 10,000 0 10,000

③受取会費
正会員受取会費 6,335,000 6,467,500 △ 132,500
賛助会員受取会費 250,000 250,000 0

④事業収益
講習会事業収益 1,441,190 979,960 461,230

⑤雑収益
受取利息 44 47 △ 3
雑収益 19,618 42,870 △ 23,252

 経常収益計 8,056,002 7,740,526 315,476

（２）経常費用
＜事業費＞
①研修講習会事業費 3,927,522 3,283,807 643,715

給料手当 2,477,910 2,336,298 141,612
福利厚生費 398,643 402,970 △ 4,327
旅費交通費 13,282 0 13,282
通信運搬費 80,776 136,616 △ 55,840
消耗品費 227,095 48,985 178,110
印刷製本費 124,886 105,758 19,128
光熱水料費 69,560 57,084 12,476
賃借料 278,500 186,096 92,404
保険料 15,500
諸謝金 241,370 10,000 231,370

②公害防止管理者受験講習会事業費 727,686 741,684 △ 13,998
給料手当 216,000 176,330 39,670
福利厚生費 56,518 26,623 29,895
旅費交通費 0 689 △ 689
通信運搬費 35,054 55,046 △ 19,992
消耗品費 152,550 69,853 82,697
印刷製本費 17,560 13,568 3,992
光熱水料費 9,204 3,935 5,269
賃借料 40,800 95,200 △ 54,400
諸謝金 200,000 300,440 △ 100,440

（単位：円）
科　　　　　　　目
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当年度 前年度 増減 備考
③情報提供・相談事業費 1,929,423 1,649,362 280,061

給料手当 1,242,598 1,225,985 16,613
福利厚生費 219,313 197,590 21,723
旅費交通費 0 882 △ 882
通信運搬費 145,079 88,856 56,223
消耗品費 72,097 24,790 47,307
印刷製本費 0 0 0
光熱水料費 20,436 23,127 △ 2,691
賃借料 229,900 88,132 141,768

＜管理費＞ 2,058,575 1,984,551 74,024
給料手当 1,298,843 1,167,054 131,789
福利厚生費 169,554 170,955 △ 1,401
会議費 128,950 165,348 △ 36,398
旅費交通費 0 393 △ 393
通信運搬費 29,568 64,364 △ 34,796
消耗品費 49,072 47,392 1,680
印刷製本費 99,660 64,460 35,200
光熱水料費 59,166 58,973 193
支払手数料 11,510 8,030 3,480
賃借料 40,552 62,700 △ 22,148
租税公課 92,000 92,900 △ 900
支払負担金 79,700 81,982 △ 2,282

経常費用計 8,643,206 7,659,404 983,802
当期経常増減額 △ 587,204 81,122 △ 668,326

２．経常外増減の部
（１）経常外収益

退職給与引当金戻入益
経常外収益計

（２）経常外費用
経常外費用計
当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額 △ 587,204 81,122 △ 668,326
一般正味財産期首残高 11,713,902 11,632,780 81,122
一般正味財産期末残高 11,126,698 11,713,902 △ 587,204

Ⅱ　正味財産期末残高 11,126,698 11,713,902 △ 587,204

科　　　　　　　目
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　　　　　　財産目録

　　令和６年３月３１日現在

（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

(流動資産)

現金預金 普通預金 運転資金 2,552,761

足利銀行宇都宮支店

流動資産合計 2,552,761

(固定資産)

財政調整引当資産 定期預金 法人を維持するために資金 8,846,568

足利銀行宇都宮支店 として管理されている預金

什器備品 パソコン１台 研修講習会事業用 1

固定資産合計 8,846,569

資産合計 11,399,330

(流動負債)

未払い金 社会保険料（事業主負担分）、 73,352

電話料

預り金 職員からの預り金 社会保険料、源泉所得税、 199,280

雇用保険料

流動負債合計 272,632

負債合計 272,632

正味財産 11,126,698

貸借対照表科目
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　　　　財務諸表に対する注記

１　重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却の方法

　有形固定資産は法人税法の規定による定額法によっている。

（２）リース取引の処理方法

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっている。

（３）消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税込方式によっている。

２　特定資産の増減額及びその残高

　特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

財政調整引当資産 8,846,568 0 0 8,846,568

　　　　合計 8,846,568 0 0 8,846,568

３　特定資産の財源等の内訳

　特定資産の財源等の内訳は次のとおりである。

（単位：円）

科目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

（うち負債に対
応する額）

特定資産

財政調整引当資産 8,846,568 0 (8,846,568) 0

　　　　合計 8,846,568 0 (8,846,568) 0

４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

固定資産

パソコン 131,222 131,221 1

　　　　合計 131,222 131,221 1
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第２号議案 

令和６年度事業計画（案）について 

 

私たちの事業活動の持続的発展を実現するためには、公害の未然防止や環境保全活動に

より地域環境に配慮することはもちろん、カーボンニュートラル、ＳＤＧｓ、ＥＳＧ、Ｃ

ＳＲといった視点で、より幅広く環境に配慮していくことが求められている。 

こうした中、令和６年度においては、会員の工場・事業場における環境保全関係法令の

順守をはじめ、公害防止施設の適正な維持管理など、適切な環境保全に関する取組に資す

るため、さらに、会員の優れた環境保全に関する知識、技能を共有し、広く普及すること

により本県の企業力の向上に資するよう、関係行政機関、関係団体等との連携強化を図り

ながら、研修講習会事業及び情報提供・相談事業を柱として事業を展開する。 

 

【事業費関係】 

Ⅰ 研修講習会事業 

  環境関係法令や気候変動対策等環境保全に関する講習会の開催、公害防止や環境保

全の先進的な取組を実地に見学し、会員の資質の向上と相互交流を図る工場見学研修

会などを開催する。 

 

１ 研修講習会 

（１）特別講演会 

   定時総会に併せて特別講演会を開催         令和６年５月 

 

 （２）環境保全講習会 

   ① 第１回環境保全講習会（栃木県、宇都宮市と共催） 令和６年６月 

② 第２回環境保全講習会              令和６年10月 

③ 第３回環境保全講習会              令和７年２月 

 

  （３）工場見学研修会 

① 第１回工場見学研修会              令和６年７月 

       ② 第２回工場見学研修会              令和６年12月 

 

  （４）公害防止管理者等（水質関係）国家試験受験講習会  令和６年７月 

 

（５）ＥＭＳ内部環境監査員養成講習会           

  ① ＥＭＳ内部環境監査員養成講習会         令和６年９月 

  ② ＥＭＳ内部環境監査員養成講習会（出前講座）   （試行開催） 

 

（６）行政懇談会 

   県環境行政に関する講演及び意見交換        令和６年11月 
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（７）廃棄物適正処理講習会（本会後援事業） 

① 排出事業者における産業廃棄物の適正処理及び排出抑制に関する講習会 

                          令和６年11月 

  ② 産業廃棄物処理業者における産業廃棄物適正処理講習会 

                            令和７年１月 

 

２ 行政機関・関係団体等との連携 

行政機関、環境関係団体との連携及びその関係事業への参画を図る。 

  （１）栃木県公衆衛生協会 

    ① 第６４回栃木県公衆衛生大会           令和６年９月 

    ② 第６２回栃木県公衆衛生学会           令和６年９月 

    ③ 地区公衆衛生大会                令和６年10月、11月 

 

  （２）環境関係団体との連携 

     公益財団法人栃木県環境保全公社、公益社団法人栃木県産業資源循環協会、一

般財団法人栃木県環境技術協会、栃木県地球温暖化防止活動推進センター等との

連携強化を図る。 

   

（３）とちの環県民会議 

     法人会員として参画し、関係事業に参加する。 

 

  （４）一般社団法人産業環境管理協会 

     公害防止管理者等国家試験に関する情報等を入手する。 

 

Ⅱ 情報提供・相談事業 

１ 機関誌発行 

  地球温暖化、公害防止、廃棄物対策など環境保全全般に係る行政情報、協会活動

情報、環境法令の改正情報等を掲載した機関誌「クリーンライフ」を３回発行し、

会員向けにホームページに掲載する。 

① 令和６年６月 第１２１号 

    ② 令和６年10月 第１２２号 

    ③ 令和７年２月 第１２３号 

 

２ 環境情報提供 

県環境森林部各課等から広報依頼のあった行政ニュースをホームページ掲載、

会員宛てメール送信、郵送等により周知及び普及を図る。 

 

３ 環境保全・公害防止相談 

会員からの地球温暖化対策、公害防止、環境保全及び廃棄物対策関係の質問に

随時対応する。 
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４ 動画配信  

  環境保全講習会等の記録を配信する。 

 

【管理費関係】 

Ⅰ 会議 

１ 定時総会 

  定款に基づき、令和６年度定時総会を開催し、本会の運営に係る重要事項を審議

する。 

    日 時：令和６年５月１７日（金） 

      場 所：ホテルニューイタヤ（宇都宮市） 

 

２ 理事会 

  定款に基づき、理事会を開催し、総会議決事項等必要な事項について審議する。

なお、必要に応じ、書面による理事会で対応する。 

    第１１９回理事会     令和６年４月（書面決議） 

    第１２０回理事会     令和６年５月（臨時） 

    第１２１回理事会     令和７年３月 

  

３ 企画委員会 

  講習会の開催、機関誌の発行など、本会の事業を円滑に推進するため、企画委員

会を開催し意見を聴取する。また、企画委員会として、事業の実施や定時総会の

開催にあたり必要な支援を行う。 

    第１回企画委員会     令和６年６月 

    第２回企画委員会     令和７年１月 

 

 

Ⅱ 法令に基づく届出等の事務 

  一般社団法人として各法令を遵守しこれらに基づく事務を適正に行う。 

１ 監査 

  監事による令和５年度決算に係る会計監査を実施する。 

 

２ 法務局登記 

  令和６年度定時総会の議決に基づき、理事の選任に関する登記を行う 

 

Ⅲ 会員の拡大 

   環境保全講習会など当協会の主催事業をはじめ、栃木県や関係団体の協力をいただ

き、会員募集案内パンフを配布し、加入を呼びかけるとともに、県内新規立地事業者

等に対し、適宜個別の勧誘を行う。 
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令和６年度主要事業予定 

  

 主要事業 

令和６年４月 ・令和５年度会計監査 

・第１１９理事会（書面開催） 

    ５月 ・特別講演会 

・令和６年度定時総会 

・第１２０回理事会（臨時） 

    ６月 ・第１回企画委員会 

・クリーンライフ１２１号発行 

・第１回環境保全講習会 

    ７月 ・公害防止管理者等（水質関係）国家試験受験者講習会 

・第１回工場見学会 

    ８月  

    ９月 ・栃木県公衆衛生大会、同学会 

・ＥＭＳ内部環境監査員養成講習会 

    10月 ・クリーンライフ１２２号発行 

・第２回環境保全講習会 

    11月 ・廃棄物関係法令講習会（本会後援事業） 

・行政懇談会 

    12月 ・第２回工場見学会 

令和７年１月 ・第２回企画委員会 

・廃棄物関係法令講習会（本会後援事業） 

    ２月 ・第３回環境保全講習会 

・クリーンライフ１２３号発行 

    ３月 ・第１２１回理事会 

 



第３号議案
令和６年度会計収支予算（案）について

収支予算書
 令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで

当年度 前年度 増減 備考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益

①特定資産運用益 1,000 0 1,000
特定資産受取利息 1,000 0 1,000

②受取入会金 10,000 10,000 0
受取入会金 10,000 10,000 0

③受取会費 6,505,000 6,750,000 △ 245,000
正会員受取会費 6,255,000 6,500,000 △ 245,000
賛助会員受取会費 250,000 250,000 0

④事業収益 1,200,000 990,000 210,000
講習会事業収益 1,200,000 990,000 210,000

⑤雑収益 21,000 65,100 △ 44,100
受取利息 1,000 100 900
雑収益 20,000 65,000 △ 45,000

 経常収益計 7,736,000 7,815,100 △ 79,100

（２）経常費用
＜事業費＞ 7,497,000 7,660,000 △ 163,000
①研修講習会事業費 5,257,000 5,420,000 △ 163,000

給料手当 2,677,000 2,760,000 △ 83,000
福利厚生費 500,000 500,000 0
旅費交通費 40,000 40,000 0
通信運搬費 310,000 310,000 0
消耗品費 340,000 340,000 0
印刷製本費 300,000 300,000 0
光熱水料費 120,000 120,000 0
賃借料 420,000 420,000 0
保険料 20,000 0 20,000
諸謝金 530,000 630,000 △ 100,000

②情報提供・相談事業費 2,240,000 2,240,000 0
給料手当 1,290,000 1,290,000 0
福利厚生費 260,000 260,000 0
旅費交通費 20,000 20,000 0
通信運搬費 150,000 150,000 0
消耗品費 100,000 100,000 0
印刷製本費 50,000 50,000 0
光熱水料費 50,000 50,000 0
賃借料 280,000 280,000 0
諸謝金 40,000 40,000 0

（単位：円）
科　　　　　　　目
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当年度 前年度 増減 備考
＜管理費＞ 2,520,000 2,590,000 △ 70,000

給料手当 1,310,000 1,310,000 0
福利厚生費 230,000 230,000 0
会議費 220,000 220,000 0
旅費交通費 20,000 20,000 0
通信運搬費 100,000 100,000 0
消耗品費 90,000 90,000 0
印刷製本費 120,000 120,000 0
光熱水料費 80,000 80,000 0
支払手数料 40,000 40,000 0
賃借料 90,000 90,000 0
租税公課 100,000 150,000 △ 50,000
支払負担金 100,000 120,000 △ 20,000
雑費 20,000 20,000 0

経常費用計 10,017,000 10,250,000 △ 233,000
当期経常増減額 △ 2,281,000 △ 2,434,900 153,900

0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 2,281,000 △ 2,434,900 153,900
一般正味財産期首残高 2,281,000 2,434,900 △ 153,900
一般正味財産期末残高 0 0 0

0 0 0
Ⅱ　正味財産期末残高 0 0 0

科　　　　　　　目
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第４号議案 

定款の変更について 

 

定款第４２条の規定に基づき、令和６年度定時総会において、定款の変更について

次のとおり提案する。 

 

 

現行の定款 変更案 

  第5章 役員 

（役員の設置） 

第21条 この法人に次の役員を置く。 

(1)理事 20名以上25名以内 

(2)監事 2名以内 

２ 理事のうち1名を会長、4名を副会長、

1名を常務理事とする。 

３（略） 

第5章 役員 

（役員の設置） 

第21条 この法人に次の役員を置く。 

(1)理事 15名以上20名以内 

(2)監事 2名以内 

２ 理事のうち1名を会長、3名を副会長、

1名を常務理事とする。 

３（略） 
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第５号議案 

役員の選任について 

 

定款第２５条第１項の規定により、現役員（理事及び監事）の任期が令和６年度定時総会で満

了となるため、定款第１３条第２号の規定に基づき、次のとおり次期役員を選任する。 

 

番号 役名 氏名 所属 備考 

１ 理 事 指出 拓也 富士通㈱那須工場 留任 

２ 〃 岩永 聡 ㈱小松製作所小山工場 新任 

３ 〃 中祖 光隆 ㈱神戸製鋼所真岡製造所 留任 

４ 〃 藤田 貴行 日産自動車㈱栃木工場 留任 

５ 〃 小森 貴央 
パナソニックエンターテインメント＆コミュニケーション㈱ 

宇都宮工場 
新任 

６ 〃 友田 均 王子マテリア㈱日光工場 留任 

７ 〃 相田 浩志 ㈱ＳＵＢＡＲＵ航空宇宙カンパニー 留任 

８ 〃 前原 美洋 アキレス㈱ 留任 

９ 〃 大澤 勝 ＧＫＮドライブラインジャパン㈱本社栃木工場 留任 

10 〃 岩﨑 和人 住友電工電子ワイヤー㈱ 留任 

11 〃 大津 英人 古河電気工業㈱日光事業所 新任 

12 〃 片岡 修治 古河電池㈱今市事業所 留任 

13 〃 青柳 裕之 ㈱栃木ニコン 留任 

14 〃 青木 健 ㈱ブリヂストン栃木工場 留任 

15 〃 高田 貴志 カゴメ㈱那須工場 留任 

16 〃 土井 英輝 花王㈱栃木工場 留任 

17 〃 赤羽 靖明 本田技研工業㈱四輪開発センター開発基盤統括部 新任 

18 〃 秋場 泉介 平成理研㈱ 新任 

19 〃 大竹 久弥 (一社)栃木県産業環境管理協会 留任 

20 監 事 加藤 高伸 ㈱クボタ宇都宮工場 留任 

21 〃 今井 清人 行政・学識経験者 留任 
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第６号議案 

顧問の推挙について 

 

１ 顧問の推挙について 

定款第３５条に基づき、次の職にある者を顧問に推挙する。 

 

所属機関・団体等 職  名 氏 名 

栃木県環境森林部 
次長兼 

環境森林政策課長 
野 中 寿 一 

    〃 参事 山 口 弘 美 

〃  気候変動対策課長 武 藤 慶 人 

〃  環境保全課長 髙 梨 真 紀 

〃  資源循環推進課長 大 橋 禎 恵 

一般財団法人栃木県環境技術協会 理事長 横 倉 正 一  

一般社団法人栃木県商工会議所連合会 会長 藤 井 昌 一 

栃木県中小企業団体中央会 会長 横 倉 正 一 

栃木県商工会連合会 会長 福 田 徳 一 

一般社団法人栃木県経営者協会 会長 青 木  勲   

 

 

（参考） 

  定款第３６条に基づき、理事会で推薦された参与は、以下のとおりである。 

 

所属機関・団体等 職  名 氏 名 

栃木県保健環境センター 所長 永 井 伴 幸 

宇都宮市環境部 環境保全課長 箱 島 弘 幸 

一般財団法人栃木県環境技術協会 専務理事 髙 梨 弘 幸 
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報告事項１ 

令和５年度事業報告について 

 

令和５年度においては、新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日から５類感染症

に移行したことに伴い、コロナ禍により３年間休止していた工場見学研修会を再開するな

ど、会員の皆様方の御協力をはじめ、関係行政機関の御理解・御支援、環境関係団体との

連携・協力により、概ね当初計画どおり事業を実施することができた。 

 

【事業費関係】 

Ⅰ 講習会事業 

  １ 研修講習会事業 

（１）特別講演会 

日 時：令和５年５月１７日（水）１４：００～１５：３０ 

場 所：ホテルニューイタヤ（宇都宮市） 

内 容：「上司のコミュ力で人材を育てる」 

      ～あなたの組織のハラスメントは大丈夫ですか？～ 

【講師】産業カウンセラー・キャリアコンサルタント 

                        棚橋 珠美 様 

参加者：２５名 

 

  （２）環境保全講習会 

    ① 第１回環境保全講習会（栃木県、宇都宮市と共催） 

     日 時：令和５年６月３０日（金）１４：００～１５：３０ 

     場 所：宇都宮市役所１４階大会議室（宇都宮市） 

     内 容：「大気汚染防止法に基づく石綿飛散防止対策について」 

【講師】環境省水・大気環境局大気環境課 

課長補佐 児玉 康宏 様 

参加者：７１名 

 

② 第２回環境保全講習会 

日 時：令和５年１１月１７日（金）１３：３０～１６：３０ 

場 所：栃木県自治会館大会議室（宇都宮市） 

内 容：第１部 環境法令の解説 

・大気汚染防止法の概要及び動向等について 

・水質汚濁防止法の概要及び動向等について 

・騒音規制法及び振動規制法（概要とポイント）について 

【講師】栃木県環境森林部環境保全課職員 

第２部 脱炭素型ワークスタイルへの転換と推進 

               【講師】栃木県地球温暖化防止活動推進センター職員 

参加者：７０名 

後 援：栃木県 
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③ 第３回環境保全講習会 

日 時：令和６年２月１６日（金）１４：００～１６：００ 

場 所：栃木県自治会館大会議室（宇都宮市） 

内 容：「企業が気候危機を乗り越えるために ～ 緩和策と適応策 ～」 

【講師】環境省関東地方環境事務所 環境対策課  

地域適応推進専門官 川原 博満 様 

参加者：４０名 

後 援：栃木県  

 

  （３）工場見学研修会 

    ① 第１回工場見学研修会 

     日 時：令和５年１０月５日（木） ９：３０～１６：３０ 

     場 所：株式会社アクトリー Ｒ＆Ｄセンター（壬生町） 

株式会社コベルコパワー真岡 真岡発電所（真岡市） 

参加者：２９名 

 

    ② 第２回工場見学研修会 

     日 時：令和６年２月２２日（木） ９：３０～１７：００ 

     場 所：栃木県企業局鬼怒水道事務所（高根沢町） 

         株式会社資生堂那須工場（大田原市） 

参加者：２９名 

 

  （４）ＥＭＳ内部環境監査員養成講習会 

    ① ＥＭＳ内部環境監査員養成講習会 

     日 時：令和５年９月１２日(火)～１３日(水) ９：３０～１７：００ 

     場 所：栃木県自治会館３０１会議室（宇都宮市） 

講 師：元栃木県環境マネジメントシステム外部評価委員会委員長 

 小林 進一 様 

参加者：３６名 

 

    ② ＥＭＳ内部環境監査員養成講習会（出前講座） 

     日 時：令和５年１１月２８日(火)～２９日(水) ９：１５～１７：００ 

     場 所：一般社団法人真岡工業団地総合管理協会大会議室（真岡市） 

講 師：元栃木県環境マネジメントシステム外部評価委員会委員長 

 小林 進一 様 

参加者：１３名 

備 考：会員の要請に応じて事業所単位の講習を試行的に実施 
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  （５）行政懇談会 

     日 時：令和６年１月１２日（金）１５：００～１７：００ 

     場 所：栃木県自治会館３０３会議室（宇都宮市） 

内 容：第１部 環境行政に関する講演 

    「２０５０年カーボンニュートラル実現に向けた栃木県の取組に 

ついて」 

      【講師】栃木県環境森林部気候変動対策課職員 

第２部：環境行政に関する意見交換 

      【県側】栃木県環境森林部気候変動対策課、環境保全課、 

資源循環推進課の担当職員 

参加者：１７名 

 

  （６）廃棄物適正処理講習会（本会後援事業） 

    ① 排出事業者における産業廃棄物の適正処理及び排出抑制に関する講習会 

     日 時：令和５年１１月７日（火）１４：００～１７：００ 

     場 所：宇都宮市立南図書館サザンクロスホール（宇都宮市） 

内 容：第１部 適正処理に関する講習会 

    「産業廃棄物の適正処理のために」 

     【講師】行政書士大澤利昭事務所     大澤 利昭 様 

第２部 排出抑制に関する講習会 

「循環型社会の実現に向けたリコーグループの取り組み」 

【講師】株式会社リコー ESG戦略部 ESGセンター  

環境推進室 室長 新井 繁邦 様 

参加者：３０５名 

     主 催：栃木県、宇都宮市、公益財団法人栃木県環境保全公社 

 

    ② 産業廃棄物処理業者における産業廃棄物適正処理講習会 

     日 時：令和６年２月２日（金）１４：００～１６：００ 

     場 所：栃木県教育会館大ホール（宇都宮市） 

内 容：「プラスチックの国内資源循環に向けて」 

     【講師】一般社団法人プラスチック循環利用協会 

専務理事 土本 一郎 様 

参加者：１３４名 

     主 催：栃木県、宇都宮市、公益財団法人栃木県環境保全公社 

 

  ２ 行政機関・関係団体等との連携 

  （１）栃木県公衆衛生大会 

    ① 第６３回栃木県公衆衛生大会 

日 時：令和５年９月５日（火）１０：３０～１２：２０ 

場 所：栃木県庁昭和館正庁（宇都宮市）           

② 第６１回栃木県公衆衛生学会（同日午後）  
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  （２）令和５年度第１回栃木県プラスチック資源循環推進協議会 

     日 時：令和５年７月２８日（金）１０：００～１２：００ 

     場 所：栃木県庁８階会議室４（宇都宮市） 

議 題：① 県のプラスチック対策関連事業について 

② ごみ拾い活動について 

     出席者：指出会長 

 

  （３）令和５年度第２回栃木県プラスチック資源循環推進協議会 

     日 時：令和６年３月１８日（月）１３：３０～１５：２０ 

     場 所：県庁北別館会議室４０１ 

議 題：① プラスチック資源循環の取組について 

    ② その他  

     出席者：指出会長 

 

  （４）一般社団法人産業環境管理協会 

     公害防止管理者等国家試験に関する情報の入手等 

 

 ３ 公害防止管理者等（水質関係）国家試験受験講習会 

     日 時：令和５年７月１９日（水）～２１日（金）９：００～１６：４５ 

     場 所：栃木県自治会館３０１会議室（宇都宮市） 

内 容：「汚水処理特論」、「水質有害物質特論」、「大規模水質特論」 

     【講師】元宇都宮大学大学院工学研究科物質環境化学専攻 

教授 柿井 一男 様 

「公害総論」、「水質概論」、「汚水処理特論」、「水質有害物質特論」 

 【講師】一般財団法人栃木県環境技術協会 

技術部外渉局長兼営業担当課長 土谷 友彦 様 

    「公害総論（関連法）」、「水質概論（法規制）」 

【講師】栃木県環境森林部環境保全課職員 

     参加者：１７名 

 

Ⅱ 機関誌発行等事業 

  機関誌「クリーンライフ」発行し、会員向けにホームページに登載するとともに、

関係機関等向けにＣＤ－ＲＯＭ版を８０部作成し配布した。 

  ① 令和５年６月 第１１８号 

   ② 令和５年10月 第１１９号 

   ③ 令和６年２月 第１２０号 

 

Ⅲ 環境情報提供事業 

   環境関係法令の改正や「栃木県気候変動適応センター通信」など、県環境森林部各

課等から広報依頼のあった行政ニュースをホームページ掲載、会員宛てメール送信、

郵送等により速やかに周知及び普及を図った。 
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Ⅳ 環境保全・公害防止相談事業 

   会員からの気候変動対策、公害防止、環境保全及び廃棄物対策関係の質問等に随時

対応した。 

 

Ⅴ 動画配信事業 

   ・令和５年度第２回環境保全講習会の動画配信を行った。 

 

【管理費関係】 

Ⅰ 会議 

  １ 令和５年度定時総会 

日 時：令和５年５月１７日（水）１５：４５～１６：３０ 

場 所：ホテルニューイタヤ（宇都宮市） 

   出席者：１３９名（書面による議決権行使及び委任状提出者を含む） 

     議 事：第１号議案 令和４年度決算について 

         第２号議案 令和５年度事業計画（案）について 

         第３号議案 令和５年度収支予算（案）について 

         第４号議案 役員の選任について 

         第５号議案 顧問の推挙について 

         報告事項１ 令和４年度事業報告について 

     備 考：議案はすべて原案のとおり承認された。 

 

 ２ 理事会 

（１）第１１６回理事会（書面決議） 

日 時：令和５年４月１４日（金） 

     議 事：第１号議案 令和４年度事業報告について 

第２号議案 令和４年度決算について 

         第３号議案 令和５年度事業計画（案）について 

         第４号議案 令和５年度収支予算（案）について 

         第５号議案 役員の選任について 

         第６号議案 顧問の推挙について 

         第７号議案 令和５年度定時総会の開催について 

     備 考：定款の規定により、可決する旨の決議があったものとみなされた。 

 

（２）第１１７回理事会 

日 時：令和５年５月１７日（水）１６：５０～１７：００ 

場 所：ホテルニューイタヤ（宇都宮市） 

   出席者：理事１３名、監事２名 

     議 事：第１号議案 副会長及び常務理事の選定について 

         報告事項１ 会長及び常務理事の職務執行状況について 

     備 考：議案は原案のとおり承認された。 
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（３）第１１８回理事会 

日 時：令和６年３月７日（木）１４：００～１５：３０ 

場 所：栃木県自治会館３０３会議室 

   出席者：理事１４名、監事２名  

     議 事：第１号議案 令和６年度事業計画（案）について 

         第２号議案 令和６年度収支予算（案）について 

         第３号議案 役員の選任について 

         第４号議案 事務局職員の任免について 

         報告事項１ 令和５年度事業報告（見込み）について 

         報告事項２ 令和５年度決算（見込み）について 

報告事項３ 顧問の推挙及び参与の推薦について 

報告事項４ 会長及び常務理事の職務執行状況について 

そ の 他  令和６年度定時総会の開催（案）について 

     備 考：議案は原案のとおり承認された。 

 

３ 企画委員会 

（１）第１回企画委員会 

日 時：令和６年１月１２日（金）１３：１５～１４：３０ 

場 所：栃木県自治会館３０３会議室（宇都宮市） 

   出席者：委員４名 

     議 事：・令和５度事業報告（見込み）について 

         ・令和６度事業計画（案）について 

         ・その他（事業の実施方法等についての意見交換） 

備 考：事業報告及び事業計画について、精査のうえ理事会に議案として提

出することが承認された。 

 

Ⅱ 法令に基づく届出等の事務 

 １ 監査 

    令和５年４月６日（木）、監事による令和４年度の会計監査が行われた。 

  

 ２ 法務局登記 

    令和５年度定時総会及び第１１７回理事会において議決された役員の選任等につ

いて登記を行った。 

 

Ⅲ 会員の拡大 

 環境保全講習会など当協会の主催事業をはじめ、栃木県や関係団体の協力をいただ

き、会員募集案内パンフを配布し、加入を呼びかけた。 

 また、県内新規立地事業者等に対し、適宜個別の勧誘を行った。 

 



 

  

 

 

 


